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青少年傭全育成強調月問

＠
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動
の
促
進

　
　
更
生
保
護
婦
人
会
を
始
め
、
各
種
の

　
団
体
は
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
の
有
害
図

　
書
自
動
販
売
機
の
撤
去
運
動
を
進
め
て

　
い
ま
す
。
ま
た
、
学
区
社
会
教
育
委
員

　
会
で
は
青
少
年
部
を
組
織
し
。
青
少
年

　
仙
全
育
成
活
動
に
収
り
組
ん
で
お
り
、

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
は
、
学
区
内
パ
ト

　
ロ
ー
ル
を
実
施
し
愛
の
一
声
運
動
を
行

　
っ
て
い
ま
す
。
有
害
な
地
域
環
境
を
改

　
善
す
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
破
極

　
的
な
参
加
が
必
要
で
す
。

＠
健
全
な
家
庭
生
活
の
普
及
促
進

　
　
家
庭
は
、
社
会
の
基
本
で
あ
り
、
青

　
少
年
の
人
格
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
場

　
で
あ
り
ま
す
。
温
か
み
の
あ
る
親
子
・

　
兄
弟
姉
妹
等
の
人
間
関
係
の
中
で
、
愛

　
情
、
公
共
心
、
奉
仕
精
神
な
ど
を
培
う

　
よ
う
家
庭
生
活
の
充
実
に
努
め
る
必
要

　
が
あ
り
ま
す
。
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・
●
心
の
電
話
お
か
ざ
き

　
心
の
電
話
お
か
ざ
き
は
、
小
・
中
学
生

と
そ
の
家
族
の
か
た
の
心
の
悩
み
や
苦
し

み
を
お
聞
き
し
、
い
っ
し
ょ
に
解
決
の
道

を
ぢ
え
ま
す
。
竃
詰
は
９
９
　
　
－
0
7
8
3
で
、

乍
二
俊
六
時
～
に
几
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す

た
だ
し
、
‐
眼
目
、
睨
な
‐
、
年
末
、
年

始
（
－
ニ
目
り
ニ
ト
八
‐
～
一
目
四
‐
一
は
、

お
休
み
で
す
。

●
岡
崎
市
青
少
年
問
題
協
議
会

日
時
　
十
一
月
二
日
㈲
　
午
後
三
時
か
ら

場
所
　
岡
崎
市
役
所

●
第
十
九
回
岡
崎
市
青
年
祭

内
容
に
つ
い
て
は
ト
ー
ベ
ー
ジ
に
掲
祓

●
青
年
問
題
研
究
集
会

　
日
時
　
ト
二
川
五
日
出
～
六
‐
㈲
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新年交礼会
にお出かけください。

日時　昭1=1157年1 )』1[」　午前11時

場所　岡崎.f/尺会館

会費　今回から無料になりました．事･前の

　　　申込みは必要ありません．
9･

一

泊
二
［
‥
‥

場
所
　
岡
崎
市
鴎
く
者
の
山
の
家

対
象
　
地
域
古
年
団
、
青
年
サ
ー
ク
ル

等
、
Ｌ
‐
年
（
巾
内
）

の
参
加
希
望
れ

－
－
－
１
－
1
1
1
1
1
1
1
－
ｌ
ｌ
　
－
ｉ
ｌ
Ｉ

●
岡
崎
市
子
ど
も
会
大
会

　
日
時
　
ト
　
　
．
‐
六
‐
印
　
乍
後
一
時

ト
分
か
ら

　
場
所
　
岡
崎
市
民
会
館

　
内
容

ど
、
Ｅ

式
典
、
休
験
発
表
、
楽
し
い
つ

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
　
－
－
－
　
　
　
－
ｌ
ｉ
ｌ
－
－
　
　
－
－
－
－
－
　
－
－
ｉ
　
－
　
　
－
－
－
－
－
－
１
－
－

●
岩
津
青
年
大
学
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
ニ
ト
斤
歳
未
満
の
岩
津
地
区
に
在
住
し

て
い
る
七
‐
年
の
か
た
に
参
加
資
恪
が
あ
り

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
市
教
育
委
口
会

社
会
教
育
課
青
少
年
係
（
き
2
3
－
６
４
３

３

'Ｊ

今

※　従米の交礼名刺帳

は、廃止いたしました

のでご了承ください。
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市長公室秘書課

　き23－6009

岡崎商工会議所

　豊53－6161



機構萱52-9770共同研究
ロ●Ｉ．
Ｍ

III七‥

刃

●曹‐

7｡¶1

…･分子科学研究所・基礎生物学研究所・生理学研究所…・

　
明
大
寺
町
の
高

台
に
あ
る
分
子
科

学
研
究
所
・
基
礎

生
物
学
研
究
所
・

生
理
学
研
究
所
は
、

今
年
の
１
月
か
ら

岡
崎
国
立
共
同
研

究
機
構
と
し
て
新

し
く
発
足
し
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
今
年
か

ら
、
３
つ
の
研
究

所
の
実
験
研
究
棟
、

附
属
咄
設
な
ど
を

広
く
市
民
の
か
友

が
た
に
公
開
し
、

ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
次
の
よ
う
に

計
画
し
ま
し
た
。

多
数
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
公
開
日
時
　
昭
和
5
6
年
Ｈ
日
1
4
日
出

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
４
峙
ま
で

　
公
開
内
容
　
分
子
研
…
…
分
子
の

み
な
も
と
Ｉ
分
子
の
は
た
ら
き
Ｉ

基
生
研
…
…
生
物
現
象
の
な
り
た
ち

生
理
研
…
…
生
体
の
し
く
み

　
以
上
の
テ
ー
マ
で
、
パ
ネ
ル
・
写

真
、
実
験
装
置
に
よ
り
研
究
活
動
を

公
開
し
、
ま
た
、
科
学
映
画
、
講
演

会
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
、

　
見
学
の
申
込
み
　
見
学
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
直
接
（
予
約
及
び
申

込
み
は
不
要
で
す
。
）
お
越
し
く
だ
さ

f

.
1

_
＞

た
だ
し
、
団
体
（
2
0
名
以
上
）

の
場
合
は
、
Ｈ
月
1
0
日
両
ま
で
に
代

表
者
の
氏
名
・
辿
絡
光
（
電
話
番
号
）
、

人
数
及
び
希
望
時
間
を
、
岡
崎
岡
立

共
同
研
究
磯
構
庶
務
課
広
報
調
在
係

　
（
a
5
2
－
9
7
7
0
内
線
２
１
３
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
見
学
希
望

時
間
を
調
幣
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
．
Ｊ

※
　
当
日
は
、
駐
車
場
の
用
意
が
あ

　
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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戈
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瀧

」

　
1
1
月
は
愛
知
県
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間
で
す
。

　
不
慮
の
事
故
や
病
気
で
、
い
つ
あ
な
た
や
、
家
族
、
友
人
が
輸
血
を
必
要

と
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
命
を

救
う
た
め
、
あ
な
た
の
愛
の
血
液
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

me才以tで. 65才
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地
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献
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会
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前
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所

岡

吟

地
区

献
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進
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ラ
イ
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ズ
ク
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献
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献
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催
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ご
歩
く
文
化
財
め

市政だより　　お　か

　
　
教
育
委
‥
貝
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
容
2
3
1
6
4
3
2

岡
崎
市
北
部
を
中
心
と
し
た
″
歩

く
文
化
財
め
ぐ
り
”
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
家
族
み
な
さ
ん
で
ご

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
日
時
　
Ｈ
月
2
9
日
向
（
雨
天
の
場

八
‥
は
1
2
月
６
口
間
）

　
集
合
　
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
（
名

鉄
バ
ス
岩
津
大
神
口
、
川
鉄
バ
ス
岩

津
温
泉
口
下
車
徒
歩
５
分
）
午
前
９

時
1
5
分
　
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
車
で
の
参
加
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
解
散
　
青
木
僑

　
　
午
後
３
時
頃

　
　
　
コ
ー
ス
　
岩
津

日
　
市
民
セ
ン
タ
ー
↓

１

月昭和56年11

円
福
寺
↓
岩
津
一

号
墳
↓
岩
津
城
址

↓
岩
津
天
満
宮
↓

真
福
寺
↓
西
居
院

↓
信
光
明
寺
↓
酒

井
広
親
石
宝
塔
↓

本
多
忠
勝
誕
生
地

５
　
↓
？
木
む

一
　
　
申
込
み
　
教
育

　
　
委
貝
会
社
会
教
育

くI

Ｉ

り

課
文
化
係
（
豊
2
3
－
６
４
３
２
・
6

4
4
0
）
　
へ
1
1
月
Ｃ
Ｍ
日
出
ま
で
に
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
参
加
費
　
無
料

　
そ
の
他
　
資
料
は
、
当
日
お
渡
し

し
ま
す
。
昼
食
、
水
防
、
筆
記
川
腿

を
用
意
し
、
軽
装
、
運
動
グ
ッ
を
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

↑

＠

よ
ｙ
（
‥
ノ
ｆ
’
Ｊ
　
p
o
　
―
≫
-
'

か
７
’

　
私
か
巾
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
］
に
や

一
年
二
か
月
、
月
日
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
間
、
が
む
し
ゃ
ら
に
励
き
つ
づ
け
て
伏
の
皮

長
の
Ｉ
と
き
、
「
私
か
一
番
困
っ
た
事
は
、
何
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
」
と
静
か
に
ふ
り
か
え
り
な
が
ら

自
身
に
問
い
か
け
て
み
る
と
…
…

　
巾
長
の
職
責
を
考
え
た
と
き
、
先
ず
、
心
″
務
の

停
滞
を
一
刻
も
ゆ
る
が
せ
に
す
べ
き
で
な
い
、
決

故
を
求
め
る
職
員
が
列
を
な
し
て
順
尽
を
待
つ
と

い
っ
た
機
隅
で
は
嘔
務
能
率
の
向
Ｌ
な
ど
夢
に
も

望
め
な
い
。

　
決
裁
日
を
い
ま
ま
で
の
一
週
間
で
二
目

と
い
っ
た
前
例
を
正
し
、
毎
日
在
庁
の
時
　
　
　
。

は
無
制
限
に
常
時
決
裁
の
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
、
決
裁
が
下
り
な
い
か
ら
の
理
由

で
の
事
務
の
停
滞
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い

き
び
し
い
姿
勢
を
￥
持
し
て
ま
い
り
ま
し

た
．

　
そ
の
た
め
か
、
家
に
帰
る
と
グ
ｰ
.
タ
リ

と
な
っ
て
何
も
考
え
ず
に
眠
る
様
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
電
話
で
夜
中
の
Ｉ
一
時
、

遅
く
は
午
前
二
時
頃
、
「
お
れ
は
貯
金
が

三
十
万
円
あ
る
が
．
今
現
金
が
な
く
飲
み

代
を
借
金
し
て
い
く
の
で
保
証
人
に
な
れ

か偉
大
鵬

１
　
良

…
…
一
と
い
っ
た
様
な
活
か
毎
晩
も
ち
こ
ま
れ
ま
　
　
　

寸
。
こ
れ
に
は
、
家
内
も
し
ま
い
に
は
ノ
イ
ロ
ー

ー

ゼ
気
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
し
か
し
、
こ
ん
な
話
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
岡

一

崎
公
園
の
散
歩
道
は
砂
利
が
い
か
ん
。
さ
っ
ぱ
り
　
一

歩
き
に
く
い
。
」
と
投
圭
が
あ
り
、
細
か
な
砂
利
に

一

改
良
し
ま
し
た
ら
、
に
口
速
、
「
よ
く
や
っ
て
く
れ
Ｉ

た
、
た
い
へ
ん
歩
き
よ
い
ご
と
お
礼
の
手
紙
を
肌

桟
し
た
と
き
は
、
何
と
も
う
れ
し
い
限
り
で
尽
欲

一

が
一
層
湧
き
、
又
一
人
公
園
に
出
掛
け
次
の
考
え
一

を
め
ぐ
ら
す
…
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



６－-

商
工
労
政
課
金
融
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
２
1
4

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
、
さ
ん
が
　
　
　
融
資
あ
つ
せ
ん
が
で
き
な
い
業
種

事
業
上
必
要
と
す
る
資
金
の
融
資
あ
　
　
○
貨
金
業
、
保
険
代
理
業
な
ど
の
金

っ
せ
ん
を
常
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
　
　
　
融
業

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
〇
新
聞
発
行
な
ど
の
新
聞
業

　
申
込
者
の
資
格
　
市
内
に
住
所
又
　
　
○
興
信
所
、
信
用
調
査
所
な
ど
の
興

は
一
定
の
事
業
所
が
あ
り
、
引
続
き
　
　
信
業

６
か
月
以
上
同
一
事
業
を
営
み
、
市
　
　
〇
風
俗
営
業
の
許
可
を
要
す
る
飲
食

税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
か
た
　
　
　
　
　
業
及
び
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
パ
チ
ン

〈融資あっせん制度の種類及び条件〉

削　度　名 琵 期　間 融資金額 触責何申年）

巾奏

晶

通常資金
運転 5年以内 　　以内

500万円

　　　　％

３年以内5-6

5 ≪ 5.8

7 II 6.7

設備 7 "

聚yJ棉 設俯 7 V 700万円

災害復旧資金 設備 7 w 700万円 ５ 'I 5.6
７ １ｊ S.B

不況対策資金 運転 5 " 700万円
3 ≪ 5，6
5 " 5.8

公害IJj ib施設
整備資會

殿慢 7 ﾀ 1,000万円 5,6

　小企裏構遣震度化資金
設俑 7 ﾀ 組合3.000万円その他1.500万円 5.6

転業・開業資＆ 設(fi 5 ﾀ 500万円 6.5

｜ 通常資金
運（5 ･･

1,200万円
３年以内6.4

S り6.8
7 り7.0設俑 7 "

R』ヽ口晶jr い 5 μ 350万円
３ " 5.6
5 り5.8

奈　各制皮とも、愛知県信川保証協会の信用保証付ですので、別途但

　fIJfV-証料が必要です。（転業･ m業ft金を除く｡）

※　転業・開業資金の対象となる業腫は. 製造業、建設業、卸売業、

　小売業、飲食業口風俗営業及びそれに類するものを除く｡）、印mm、

　理容業、美容業です。

豪　不況対簾資金とは、国か法律に砥づき、不況業腫として指定した

　≪:≪:を営む中小企業嗇に対して、檄資あっせんをするものでありま

　す、指定業繩は. 経済状況により変動しますので、事前にお問合せ

　ください。

｜

　
コ
ホ
ー
ル
な
ど
の
射
幸
的
娯
楽
業

Ｏ
そ
ろ
ば
ん
塾
、
学
習
塾
な
ど
の
各

　
腫
非
営
利
団
休

　
申
込
み
　
商
工
労
政
課
へ
随
時
お

巾
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
年
末

に
な
り
ま
す
と
申
込
み
が
急
増
し
ま

す
の
で
、
年
内
に
資
金
を
必
要
と
さ

れ
る
か
た
は
、
1
2
月
1
0
日
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い

年
末
融
資

　
　
　
国
民
公
庫
融
資
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　
き
2
4
－
1
7
1
1

　
国
民
公
庫
で
は
、
た
だ
い
ま
乍
末

融
資
の
申
込
み
を
受
付
中
で
す
。
ボ

ー
ナ
ス
支
払
い
、
商
品
仕
入
、
買
掛
、

手
形
決
済
な
ど
資
金
手
当
を
ご
希
望

の
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

★
融
資
額
及
び
融
資
期
間

１１ 種

刈

一一 １

八
百

万
円

融

責

頷

呂１呂

★
利
率
　
年
８
・
３
％

　
※
　
現
在
取
引
の
あ
る
か
た
も
重

　
　
唆
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
※
　
年
末
に
な
る
と
窓
口
が
大
変

　
　
況
雑
し
ま
す
の
で
、
？
目
に
ご

　
　
相
談
く
だ
さ
い
。

商工労政課商工係

　豊23－6212製品開発に

補助金を交付し｜

　
市
で
は
、
中
小
企

聚
振
興
対
策
と
し
て

今
年
度
か
ら
優
れ
た

新
製
品
を
開
発
さ
れ

る
市
内
の
中
小
企
業

の
皆
さ
ん
に
、
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
か
た
で
、
納

助
を
お
受
け
に
な
り

た
い
か
た
は
、
商
工

労
政
課
商
工
係
（
き

2
3
－
6
2
1
2
）
へ

お
申
出
く
だ
さ
い
。

　
補
助
の
条
件

①
　
市
内
に
ぼ
所
を
有
し
、
６
か
‥
り

　
以
上
引
き
続
き
事
業
を
市
内
で
営

　
ん
で
い
る
こ
と
。

②
　
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

　
補
助
の
内
容

①
　
１
　
該
年
度
中
に
開
発
す
る
新
製

　
品
に
対
し
て
、
補
助
刈
象
経
費
の

　
二
分
の
一
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

②
　
補
助
限
度
額
は
、
5
0
万
円
で
す
。

　
提
出
書
類

・
市
費
補
助
金
等
交
付
中
訥
書

・
事
業
計
哨
舎
及
び
資
金
計
両
書

・
写
真
、
仕
様
書
、
図
面
及
び
納
税

　
証
明
書
な
ど
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申
込
用
紙
の
交
付
　
Ｈ
川
1
6
日
か

ら
2
7
日
ま
で
巾
役
所
（
建
築
住
宅
課
）

及
び
各
支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
■

1

　
申
込
受
付
　
Ｈ
月
2
4
日
か
ら
2
7
日

ま
で
占
役
所
（
建
築
住
宅
課
）
で
受

け
付
け
ま
す
。

　
申
込
資
格

○
現
に
同
叫
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る
か

た
及
び
婚
約
者
を
含
む
ご
が
あ
る
こ

　
卿

　
除
く
。
）
又
は
入
居
の
際
不
自
然
に

　
分
割
す
る
家
族
の
申
込
み
は
で
き

　
ま
せ
ん
。

　
価
住
宅
決
定
後
一
か
月
以
内
に
巾

　
込
親
族
全
員
が
入
居
で
き
る
か
た

　
に
限
り
ま
す
。

＠
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
址
準

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

＠
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
か
た
で
あ
る
こ
と
。

　
収
入
基
準
　
申
込
者
及
び
家
族
で
、

収
入
の
あ
る
か
た
全
貝
の
総
収
入
金

額
を
対
象
と
し
て
計
算
し
、
次
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
ま
す
、

〈
公
営
住
宅
法
に
よ
る
収
入
基
準
〉

▽
第
一
腫
住
宅
１
所
俳
月
額
五
万
五

千
円
を
超
え
、
九
万
五
ｒ
円
以
下

▽
第
二
種
住
宅
り
所
得
月
額
五
万
五

千
円
以
下

　
※
所
得
月
額
の
算
出
の
し
か
た
な

　
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
、
建
築
住
宅

　
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
申
込
み
は
、
一

吐

●j●

･印. : ;'1総収入金額でみる早見表綸り耐ti^･丿､て印琲恥＼摯徊･ない場合

｜

こ｀｀がで １　人 ２　人 ３　へ ４　人i 5　人 ６　人

詣

金

額

凛舟 2,257.?99 2,o7i.卯9 J.i)75,tX}】,f.l,H7,5帥, S.SOe.叫)
'
I,!!i2.5t'!｢.

fill

般低 1.572.1(蜀i.銘e,non i.匍i.圓 j,ril･;.㈲i:i､2卯.乱! '3.5f;2.5fi】I

is冴岐鳥 1,571,599 1,985.999 2,-il)l.!!!!y :;.si5.999 3,:?卯.ぶり ,S.jlill,G【:;i

今回募集する市営住宅一覧表

地　区 住宅名 所在地 種別 t戸麹 構造 間取り 案　賢

本　If

竹　内

砥海|叫大寺剛畔土 １ げ :jk ６・6・3 ri,31)n '甲

ii>n山 り頃町４丁目 １
２

:i1
I 4

2
K

2 K
6･4,5
ti■:i

i.りV'~r.'iii･J

関崎支叫

管　内

ひぱり 羽限町陣場　１ 3 I) 3 K 6・6･4.5 3}.!≫:ヽ2ﾘ.ぷし

陣場 羽根町陣場 １ ･1il :i K 6・6･-1.5 sj.≒･ヽ:::.3曳

人it 羽根町I^.場 4 0 ;i K 6・I)･4.5 2^S.?):~2l.匈

fe 閃 福岡町卯坊山 １ 3 0 .I)K ６・６・６ r;,涯･ヽ;7,a剛

大平支所

管　内

人･ﾄ 人平町沢添 4 1) :H)K ６・６･■1．5215附ヽ^19泗

新美介 美介町旭丿廠野 1 a 2 K 6･4.5 7.000

乱|吸所

管　内

km k副寺２丁目 １ :i01〕 'iK ６･4.5･４ n,6帥ヽi3､3卯

I;.: 木 f: 木町11]越 １ 2 r 1｝liDK; 6・6･4.5 15､sr^l~a､-ICti

一
住
宅
と
し
、
次
の
書
類
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
、
①
市
営
住
宅
入
居
申
込

書
　
②
収
入
の
あ
る
か
た
全
員
の
最

近
の
収
入
を
証
す
る
書
類
　
③
特
別

控
除
対
象
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
れ

を
証
す
る
書
煩
　
④
外
岡
人
に
あ
っ

て
は
外
国
人
登
録
済
証
明
書

　
選
考
及
び
決
定
　
市
営
住
宅
入
居

申
込
書
の
内
容
及
び
実
態
訓
査
に
基

づ
い
て
有
資
恪
者
を
選
考
し
、
公
開

抽
せ
ん
で
入
居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

入
居
は
、
空
家
が
で
き
た
つ
ど
入
居

予
定
者
の
順
位
に
従
っ
て
い
た
だ
く

　
公
開
抽
せ
ん
の
日
時
及
び
場
所

　
1
2
月
1
5
日
㈹
　
午
前
1
0
時

　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

★
次
の
住
宅
は
、
い
つ
で
も
申
込
み

が
で
き
ま
す
。

　
宮
ノ
八
荘
（
明
大
寺
町
）
　
若
松

荘
（
若
松
束
）
　
奥
山
荘
（
羽
田
町
）

北
羽
田
荘
（
羽
田
町
）
　
清
水
荘
（
福

岡
町
）
　
平
地
荘
（
芙
合
町
）
　
桑

谷
荘
（
桑
谷
町
）
　
天
神
荘
（
岩
津

町
）
　
土
井
荘
（
土
井
町
）
　
中
之

郷
荘
（
中
之
郷
町
）

　
そ
の
他
市
営
住
宅
に
つ
い
て
の
詳

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
指
定
の
住
宅
　
し
い
こ
と
は
、
建
築
住
宅
課
（
酋
2
3

を
辞
退
さ
れ
た
場
合
は
失
格
と
な
り
　
－
6
3
2
0
）
へ
お
間
〈
‥
せ
く
だ
さ

帯
　
　
ま
す
。

1
０

1
Ｖ



８

生
活
課
消
費
生
活
係

豊
23
　１

６
２
１
９

生

活

情

報
注　不

　　　動意　産
　　　売
　　　買

　　　時
　　　の

（
…
）
不
動
産
の
所
有
権
を
確
認
す
る

　
誰
が
所
有
者
で
あ
る
か
を
知
る
に

は
法
務
局
に
行
き
「
不
動
産
登
記
簿
」

の
甲
区
で
名
義
人
を
調
べ
ま
す
。

そ
し
て
「
登
記
済
権
利
証
一
も
確
総

し
ま
す
。
売
買
の
相
手
は
登
記
名
義

人
と
直
接
に
行
い
、
代
理
人
の
場
合

は
、
委
任
状
を
確
認
す
・
る
よ
う
に
し

ま
す
。

ｃ
不
動
産
の
現
状
を
確
認
す
る

　
必
ず
現
地
へ
行
き
、
不
動
産
の
形

状
を
自
分
の
口
で
確
か
め
ま
す
。
傾

斜
地
か
ど
う
か
、
地
倣
は
あ
る
か
、

建
物
に
欠
陥
は
な
い
か
、
隣
地
や
公

道
と
の
境
界
は
ど
う
か
な
ど
特
に
注

意
し
ま
す
。

④
他
人
の
権
利
が
付
着
し
て
い
な
い

　
か

　
不
動
産
登
記
簿
の
乙
区
に
紙
当
権

が
設
定
さ
れ
て
い
た
り
、
仮
差
押
さ

え
、
仮
処
分
の
登
記
が
つ
い
て
い
な

い
か
を
不
動
産
登
記
簿
で
よ
く
唯
認

し
ま
す
。

ｃ
法
令
上
の
制
限
の
有
無

　
巾
役
断
に
行
き
川
途
制
限
や
高
度

制
限
を
訓
べ
ま
す
。
建
べ
い
率
や
容

貼
率
は
違
厦
し
て
い
な
い
か
確
認
し

ま
す
。
蚊
地
の
前
而
道
路
と
の
関
係

や
市
伽
化
調
幣
区
域
で
建
築
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
が
必

要
で
す
'
｡
1

c
売
買
契
約
書
を
作
成
す
る

　
後
に
争
い
が
生
じ
な
い
よ
う
次
の

点
に
特
に
留
意
し
て
、
売
買
契
約
書

を
必
ず
作
成
し
て
お
き
ま
す
。

　
①
　
不
動
産
の
表
示
、
特
に
地
積

　
　
を
明
確
に

　
②
　
売
買
代
金

　
②
　
代
金
の
支
払
い
時
期

　
１
　
　
所
有
権
の
侈
転
登
記
と
引
き

　
　
渡
し
時
間

　
特
に
代
金
の
最
終
残
金
の
払
い
と

④
は
同
時
履
行
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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　第28回岡m市民体育祭が六名公園グラウンドで行杓n、各学区から
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松坂屋　ッオ5階催事場で第11回みんなの

？ｌＳ竺竺クヂヨプごピ門●
コーナー」、「不用品交換会」などに多数の人々

iが集まりました。
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　迎えて34回、岡崎美術展は、10月24日がら市美術館で開催さｎ

ました。出品点数438点中、入選は338点でした。(飾りつけ風景)
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哺特選
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愛宕小学校６年

藤　智　子
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　　石

梅園小学校６年
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選挙ポスター
　　　入選作品

匯ゐ飛匹でき廷争辻よ列

▲特選　愛宕小学校e年

　　宇　野　聖　子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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お知らせ

　
手
軽
に
で
き
る
フ
ェ
ル
ト
版
画
で
、

年
賀
状
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、

　
日
時
　
Ｈ
月
2
9
日
間
　
午
前
の
部

９
時
3
0
分
Ｉ
正
午
　
午
後
の
部
１
時

～
３
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
市
鴎
く
婦
人
会
館

　
指
導
者
　
古
僑
睦
典
教
諭
ほ
か
７

名　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
四
百
円
か
必
要
で
す
ご

　
募
集
人
員
　
3
0
名
、
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
な
り
ま
す
、

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
婦
人

　
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

名
、
住
所
。
氏
名
、
電
話
番
号
、
午

前
、
午
後
の
郎
別
、
職
業
を
明
記
の

う
え
、
（
返
信
川
に
も
住
所
、
氏
名

郵
便
番
号
を
記
人
の
こ
と
）
1
1
月
1
5

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
〒
４
４

４
　
岡
崎
市
伊
賀
新
町
1
0
番
地
３

岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
Ｉ
人
―
葉
に
限
り
ま

す
。

　
五
万
石
た
こ
あ
げ
大
会
用
大
だ
こ
、

小
だ
こ
の
４
　
り
方
講
習
会
を
開
き
ま

す
。

　
日
時
　
Ｈ
月
2
9
日
向
　
午
後
１
時

～
５
時

　
場
所
　
僑
目
町
三
菱
自
勁
車
工
場
、

岡
崎
市
休
育
館

　
講
師
　
浮
凧
愛
好
会
　
高
忖
春
古

氏
、
日
本
凧
の
会
員

　
申
込
先
　
市
役
所
内
援
護
助
成
課

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
事
務
局
・
青
年
会
議
所

　
（
豊
5
3
1
5
0
4
5
）

　
費
用
　
材
料
費
実
費
負
担

　
そ
の
他
　
五
万
石
た
こ
あ
げ
人
会

は
2
U
1
4
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

防
火
管
理
者

　
　
講
習
会
の
開
催

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
a
2
1
－
5
1
５
1

　
消
防
法
に
定
め
る
防
火
管
理
者
の

資
格
を
得
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

　
日
時
　
Ｈ
‐
―
･

･
■
^
'
9
日
出
・
2
0
日
倒

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　
会
場
　
岡
崎
市
消
防
本
部
（
朝
日

町
）
３
階
講
堂

　
内
容
　
防
火
管
理
全
般

係
法
令
、
実
習

消
防
関

　
申
込
方
法
　
Ｈ
月
９
日
叫
ま
で
に

受
講
申
込
書
に
講
習
賞
を
添
え
消
防

本
部
予
防
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

χ
Ｉ
Ｑ

Ｌ
＞

（
用
紙
は
予
防
課
に
あ
り
ま
す
、
）

※
　
予
定
人
貝
１
０
０
人
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

　
講
習
費
　
１
七
百
円

ｉ
岡Ｗ

晨

む

み
し

の
香
砥

渓
写

真
罷

催

し

も

の

出

?ぬリ24
卜

S

30

卜

17
日

1

23
日

９
日

S

15
日

２
日

１

８
日

期

間

　
1
1
月
の
自
作
ビ
デ
オ

　
　
　
　
　
放
映
予
定

　
　
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
萱
2
3
－
6
3
6
7

場
所
　
―
階
　
市
民
課
ロ
ビ
ー

　
　
２
階
　
市
民
コ
ー
ナ
ー

時
間

午
前
ｒ
―
(
時
か
ら
約
１
時
間

11
／

30
Ｓ
12
／５

11
/

24
S
28

】】
/

16
1
21

1】
/
9
S
14

n

／
２
Ｓ
７

|期

|’

　し

　め

　な

'I)

貞

宕･

遺

跡

岡

崎

ま

つ

り

,石

偏

茶

室

み

そ

づ
く

り

ｉ

？

真り;,７

宗

偏

荼

み

そ

づ
／

米

づ

く

蛮
？

|]↑1真' 岡託

幽

※
特
別
な
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
あ
る
場

　
八
‥
は
変
更
も
あ
り
ま
す

年
賀
は
が
き
の
発
売
は

　
1
1
月
５
日
困
か
ら

岡
崎
郵
便
局
郵
便
課

　
　
豊
剥
‘
‐
ｌ
・
9
０
０
０

　
今
年
は
、
年
賀
は
が
き
｛
四
十
円
一

と
、
寄
付
金
付
年
賀
は
が
き
（
四
十

一
円
）
の
２
繩
煩
を
発
売
し
ま
す
。

　
年
賀
は
が
き
に
付
け
ら
れ
た
一
円

の
寄
付
金
は
、
社
会
福
祉
団
体
に
贈

ら
れ
。
福
祉
の
増
進
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

噸
い
い
た
し
ま
す
。
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場
所
　
岡
崎
市
南
部
市

民
セ
ン
タ

　
内
容
　
戸
川
昌
子
、
歌
と
講
演
、

活
動
発
表
、
意
見
発
表
、
フ
ォ
ー
ク

コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
多
く
の
行
事

を
予
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す

　
最
近
一
般
家
庭
、
特
に
新
岨
ハ
住
宅

地
域
等
に
消
火
器
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

が
訪
れ
「
消
防
署
の
依
頼
で
き
ま
し

た
」
と
か
「
消
防
旺
・
桝
か
ら
消
火

な
の
点
険
に
き
ま
し
た
」
な
ど
ま
ぎ

ら
わ
し
い
言
葉
を
使
川
し
て
「
お
宅

に
は
消
火
器
を
何
本
置
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
「
こ
の
消
火
器
は
古
く

な
っ
た
か
ら
取
り
替
え
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
」
と
説
明
し
、
住
所
氏
名

を
記
人
さ
せ
た
り
捺
印
を
求
め
言
葉

巧
み
に
消
火
器
を
販
売
し
て
い
ま
す

が
、
消
防
署
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

消
火
器
の
訪
問
販
売
に
つ
い
て
不
審

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
驚
察
署
（
一

一
〇
番
）
へ
通
報
す
る
か
、
消
防
４
　

部
（
二
Ｉ
Ｉ
五
一
五
一
番
）
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
火
器
を
購
入
す
る
場
八
‐
は
、
市

内
の
信
川
の
お
け
る
販
売
店
で
お
求

め
く
だ
さ
い
。

　
申
込
場
所
　
蒲
郎
巾
竹
谷
町
友
田

新
川
１
　
愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
心
会
（
a
0
5
3
3
1
6
8
1
2
5

3
0
）

　
申
込
期
日
　
男
子
＝
1
2
-
-

≫
―
)
0
日
困

女
子
り
昭
和
Ｆ
年
１
月
５
日
出

　
応
募
資
格
（
↓
昭
和
3
2
年
４
川
１

日
～
昭
和
3
9
年
３
月
3
1
日
ま
で
に
出

生
し
た
か
た
（
1
8
歳
～
匹
一
歳
ま
で
）

②
高
等
９
　
紋
ダ
裳
昨
度
の
学
力
を
有

す
る
か
た
③
身
長
1
7
0
0
1
以
ド
、

休
爪
6
0
㎏
以
下
、
脱
力
（
陳
眼
）
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

以
上
の
か
た

　
　
－
・
’
‐

司
政
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
a
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
吏

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
容
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
目
の
健
康

に
つ
い
て
）
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

一

子

ﾐ･ど
も
の
お
は
な
し

　
　
　
酋
‐
‘
局
1
1
1
3
番

　「聖が池」

ii4町　11月１日~15日

主
婦
の
た
め
の
税
金

　
教
室
を
開
き
ま
す

東
海
税
理
士
会
容
2
1
－
6
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
内
線
3
８
９
1

　
日
時
　
Ｈ
月
1
3
日
吻
午
前
1
0
時
～

1
2
時

　
場
所
　
市
民
会
館
第
―
会
議
室

　
内
容
　
所
得
悦
、
相
続
税
、
贈
与

税
な
ど
に
つ
い
て

　
講
師
　
東
海
税
理
士
会
婦
人
税
理

士　
　
「
郷
土
の
連
帯
感
を
高
め
、
青
年

の
力
で
住
み
よ
い
街
を
つ
く
ろ
う
」

と
題
し
て
、
青
年
祭
が
行
わ
れ
ま
す
．

●
前
夜
祭
　
Ｈ
月
1
4
日
出
午
後
７
時

～
1
0
時

　
場
所
　
岡
崎
巾
働
く
者
の
山
の
家

　
内
容
　
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ヴ
キ
ー
の

権
田
増
美
さ
ん
を
迎
え
．
シ
リ
ー
ズ

　
「
青
春
と
個
性
と
自
立
と
」
と
題
し

て
語
ろ
う
会
と
団
体
別
活
動
発
表
を

行
い
ま
す
．

●
本
祭
　
Ｈ
‥
‥
‥
1
5
日
向
午
前
1
0
時
～

午
後
４
時

弱
視
用
眼
鏡
を

　
　
用
意
し
ま
し
た

‐
・
－

市
立
図
書
館

　
岡
崎
危
城
ラ
イ
オ
ビ
、
ク
ラ
ブ
（
会

長
尼
崎
卓
夫
氏
）
よ
り
弱
脱
川
眼
鏡

２
組
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
倍
率
は
、
レ
ン
ズ
交
換
に
よ
っ
て

２
陪
、
３
倍
、
４
倍
と
な
り
、
両
眼

の
眼
鏡
矯
正
脱
力
が
川
以
上
Ｕ
未
満

の
弱
祝
の
方
に
ご
刊
川
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
希
望
の
か
た
は
窓
‐
ま
で
。
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２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
の
予
防
接
種

保
健
課
保
健
係

萱

23

‐
６
1
８
０

　
対
象
者
　
昭
和
5
3
年
１
月
１
日
以

前
の
出
生
者
　
第
１
期
（
２
種
）
ｈ

第
１
期
の
２
回
目
及
び
３
回
目
が
完

了
し
て
い
な
い
６
歳
未
満
の
幼
児

第
２
期
（
２
種
）
＝
第
１
間
が
完
了

し
、
1
2
力
‥
月
以
上
経
過
し
て
い
る
６

歳
未
満
の
幼
児

　
料
金
　
無
料

　
日
陛

11ll

20

卜
巾

月

日

ぐと時

間

７Ｇ
ヅ

場

所

▼
３
種
混
合
は
接
腫
し
ま
せ
ん
。

▼
当
日
は
、
体
温
を
測
定
し
、
お
持

ち
の
予
防
接
腫
通
知
書
と
ほ
子
健
康

手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

集
し
ま
す
、

●
仕
事
の
内
容
　
財
団
法
人
岡
崎
育

英
会
束
京
学
生
寮
の
管
理

●
所
在
地
と
概
要
　
千
葉
県
市
川
市

南
八
幡
―
丁
目
９
１
］
～
５
　
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
４
附
建
　
定
員
5
0
名

・
採
用
条
件
　
①
夫
婦
で
住
込
み
の

で
き
る
者
　
②
お
お
む
ね
6
0
歳
以
下

で
市
内
在
住
者
　
③
経
験
、
学
歴
は

問
い
ま
せ
ん
　
①
心
身
と
も
に
健
全

で
あ
る
れ

・
給
与
な
ど
　
①
坊
本
給
　
川
船
寮

長
十
五
万
円
　
事
務
只
（
妻
）
八
万

五
千
円
　
②
賞
与
　
年
３
回
３
　
４
箇
月

分
（
5
6
年
度
現
行
）
③
そ
の
他
室
代
、

光
熱
水
費
は
無
料
で
す
。

●
申
込
方
法
　
履
啜
沁
持
参
の
う
え

教
育
委
Ｈ
会
庶
務
課
学
小
係
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
期
限
は
1
2
り
2
6
日

出
正
午
ま
で
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
空
気
も

乾
燥
し
枯
草
火
災
が
多
発
す
る
時
期

と
な
り
ま
す
。

　
枯
Ｑ
に
火
が
つ
き
ま
す
と
予
恕
も

し
な
い
早
さ
で
燃
え
広
が
り
、
建
物

に
延
焼
し
た
実
例
も
あ
り
ま
す
の
で

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
、

　
今
年
の
火
災
件
数
は
、
九
月
三
十

日
現
在
こ
ア
几
件
発
生
し
、
こ
の
う

ち
枯
駄
火
災
が
三
六
件
で
三
・
六
件
に

一
件
の
割
八
日
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
空
地
や
休
耕
川
等
で
雑
草

の
生
え
て
い
る
土
地
を
所
有
・
又
は
、

管
理
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
草
の
貼

れ
る
前
に
刈
り
取
る
な
ど
。
雅
草
の

処
分
を
し
て
い
た
だ
き
、
火
災
予
防

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
雑
…
７
の
刈
り
収
り
処
分
な

ど
が
自
分
で
で
き
な
い
と
き
は
、
つ

ぎ
の
と
こ
ろ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
土
木
協
力
会
．
心
心
ご
し
」
こ

●
緑
化
協
力
会
　
電
謡
川
．
ド
ニ
几
．

二
瓦

●
巾
役
所
公
害
交
通
課
、
環
境
保

全
係
　
電
話
二
二
－
六
Ｔ
ぺ
八

検
察
審
査
会
を

　
ご
存
知
で
す
か

　
岡
崎
検
察
審
査
会

　
豊
5
1
－
4
5
2
1
（
内
線
1
5
）

Ｏ
制
度
　
衆
議
院
議
員
の
選
挙
依
の

あ
る
一
般
国
民
の
か
た
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
Ｈ
人
の
険
察
審
査
員

　
（
任
期
Ｇ
ヵ
Ｕ
）
が
、
検
察
官
の
仕

外
の
や
り
方
を
審
在
す
る
制
度
で
す
。

で
す
か
ら
皆
さ
ん
も
い
つ
審
介
貝
に

選
ば
れ
る
か
も
知
れ
な
い
わ
け
で
す
。

○
仕
事

①
　
検
察
官
が
犯
人
を
枝
判
に
か
け

　
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
処
分
が
正

　
し
い
か
ど
う
か
を
審
在
し
ま
す
、

②
　
検
察
庁
の
仕
嘔
の
や
り
ぢ
に
つ

　
い
て
改
め
る
よ
う
意
見
を
述
べ
ま

　
す
。

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
肢
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
そ
の
結
米
に
納
得
が

で
き
な
い
、
ま
た
は
、
倹
察
庁
の
肢

務
収
扱
い
が
一
般
的
に
み
て
、
道
理

に
八
‐
わ
な
い
か
ら
改
め
る
べ
き
だ
と

思
わ
れ
る
か
た
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
、

〇
事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
に
は

　
犯
非
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
、

犯
罪
に
よ
っ
て
害
を
受
け
た
人
で
、

検
察
竹
の
処
分
に
納
得
で
き
な
い
か

た
は
、
だ
れ
で
も
巾
び
一
て
で
き
ま
す
、

養
成
訓
練
生
募
集
と

一
日
開
放
の
お
知
ら
せ

飛
乱
賎
お
力
　
２
年
７
‥
通
４

ｆ
ｌ
－
－
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ

｜

県
立
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
容
5
1
－
0
7
7
5

　
昭
和
5
7
年
４
月
人
校
の
養
成
訓
練

生
（
中
卒
コ
ー
ス
）
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
、

　
募
集
内
容

7 　
訓
練
科

゜

釧
練
期
？
　
Ｊ

’

Ｓ
定
員
圭

一
阪
公
Ｈ
　
Ｉ
￥
　
々
修
渫
杓
３
０
Ａ

一
　
　
　
ｉ
―
‐
Ｉ
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
―
一

自
　
　
ｅ
Ｉ
｀
！

ｈ
第
’
町
ぶ

入
校
資
格
　
中
学
校
を
卒
匙
し

　A、

-.
た

東
京
学
生
寮
の

　
　
　
　
寮
長
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
容
2
3
1
６
4
2
5

　
岡
崎
市
が
経
営
す
る
束
京
学
生
寮

の
寮
生
（
男
子
大
学
生
）
に
献
身
的

な
指
導
と
管
理
の
で
き
る
健
康
で
明

る
い
庄
込
み
の
寮
長
と
事
務
貝
を
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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お知らせ㎜

か
た
（
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
又
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た
で
、

お
お
む
ね
3
0
歳
以
下
の
か
た
、
（
当

該
訓
練
を
受
講
す
る
能
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
か
た
）

　
募
集
期
間
　
昭
和
5
7
年
Ｉ
Ｈ
‥
９
‐

出
ま
で
。
（
定
貝
に
満
た
な
い
場
八
‥

は
継
続
募
集
）

　
選
考
日
　
昭
和
5
7
年
１
月
Ｈ
口
印

職
業
訓
練
校
で
学
糾
試
験
と
而
接

　
申
込
先
　
申
込
み
そ
の
他
詳
細
は

訓
練
校
又
は
岡
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
［
ａ
９
１
］
ｊ
ｌ
１
６
１
）
ま
で

亀
二
日
開
放
の
お
知
ら
せ

　
日
時
　
･
―
t
　
―
.
　
1
X
3
5
日
間
　
午
前
1
0
時

暮らしの中の体力づくり

(§1五戸　●主婦のためのスポｰツテスト

１　肩ごしに腕を廻して指先をからませます

　20代･…４本指がしつかりからませられる

　30代･…１本指がからませられる

　40代･…かろうじて指先が合わせられる

～
午
後
３
時

　
場
所
　
美
〈
‥
町
平
端
2
4

　
開
放
内
容
　
①
技
能
相
談
　
②
鉄

板
製
花
台
．
文
鎮
、
小
型
石
板
等
の

製
作
ほ
か

※
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

^

-
.
:

「
当
直
医
師
」
変
更
の

　
お
知
ら
せ

　
市
政
だ
よ
り
1
0
月
1
5
日
号
の

「
休
日
緊
急
当
直
医
師
」
表
中
、

Ｈ
月
８
日
の
内
科
・
小
児
科
の
志

骸
川
七
三

岩津市民センタープロポーション教室’

　　　　　榊　原　圭　以　好　講師，

｜

　
盛
況
だ
っ
た
外
材
輸
入
も
減
退
し
、

こ
れ
か
ら
は
国
産
材
の
時
代
と
い
わ

れ
ま
す
。
緑
の
豊
か
な
山
を
育
て
る

た
め
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
植
林
し

ま
し
ょ
う
。
来
春
造
林
さ
れ
る
か
た
の

苗
木
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
み
　
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
市
役
叫
農
務
課
内
岡
崎
巾
森
休

組
〈
‥
、
ま
た
は
、
外
町
休
業
総
代
さ

ん
宅
ま
で
。

　
期
限
　
Ｈ
川
3
0
日
凹

　
そ
の
他
　
価
恪
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
六
ト
丘
円
位
、
配
付
は
、
沓
年
３

月
Ｌ
旬
の
予
定
で
す
、

※
今
年
も
松
く
い
虫
被
害
に
よ
る
松

仙
が
市
内
全
域
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
被
害
拡
大
を
お
さ
え
、

ｔ
い
服
な
財
産
を
守
る
た
め
、
山
体
所

有
者
の
か
た
は
自
発
的
に
被
害
本
を

駆
除
す
る
と
と
も
に
、
早
目
に
ヒ
ノ

キ
林
な
ど
に
樹
繩
転
換
さ
れ
る
よ
う

お
奨
め
し
ま
す
。
な
お
、
岡
崎
市
森

林
組
八
‐
で
は
、
人
于
の
な
い
か
た
に

か
わ
っ
て
苗
木
の
植
付
け
、
下
刈
な

ど
の
受
託
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
の
か
た
は
ご
刊
用
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
費
…
刷
に
つ
い
て
は
無
料
で

す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
巾
明
１
　
八
か

町
　
岡
崎
検
察
審
介
会
Ｉ
務
岫
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
、

　
　
訂
正
の
お
知
ら
せ

　
1
0
月
1
5
日
号
の
な
か
で
、
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂

正
し
謹
ん
で
お
わ
び
い
た
し
ま
す
、

・
1
8
ベ
ー
シ
ー
昭
和
5
6
年
度
犬
の
登

録
と
秋
の
狸
犬
病
予
防
注
射
一
中
、

Ｈ
月
の
日
陥
表
の
う
ち
1
6
口
吻
か
ら

3
1
日
出
は
1
0
‐
カ
‐
陥
夫
で
し
た

奪
1
9
ペ
ー
ジ
「
Ｉ
歳
６
ヵ
Ｕ
児
健
康

診
査
」
中
、
日
陥
表
の
な
か
の
．
２

日
㈲
、
Ｈ
日
出
、
1
8
日
困
、
2
0
口
吻
、

3
0
日
向
の
昭
和
5
5
年
４
八
生
ま
れ
は
、

５
川
‥
‘
生
ま
れ
で
し
た
、

１ 岡崎市の人□ １
昭和56年10月１日現在

　男　132.852人　　159人増

　女　135,001人　　172人増

　計　267,853人　　331人増

世帯数79,212世帯　35世帯増
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お知らせ㎜

　
　
【
岡
崎
市
】

　
経
営
相
談
　
Ｈ
月
1
2
日
（
木
）
午

後
１
時
～
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
　
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
j
6
2
1
4

　
巡
回
商
工
相
談
（
経
営
金
融
相
談
）

▼
Ｈ
月
1
0
日
（
火
）
午
前
９
時
3
0
分

～
正
午
＝
宇
頭
姚
会
場
　
午
後
１
時

3
0
分
～
４
時
１
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
Ｈ
月
2
5
日
（
水
丿
午
前
９
時
3
0
分

～
正
午
＝
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
午

後
１
時
3
0
分
～
４
時
ｄ
生
平
公
民
館

　
　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
法
律
相
談
　
Ｈ
月
２
日
・
1
6
日

午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
庫
は
H
I
2
7
日
、
商
工
中
金
は
Ｈ

月
1
3
日
の
″
介
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
発
明
相
談
　
1
1
月
６
日
・
2
0
日

午
後
１
時
～
５
時

　
税
務
相
談
　
Ｈ
月
1
0
日
・
1
7
日
、

2
4
日
・
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
経
営
相
談
　
Ｈ
月
６
日
　
午
後
―

峙
～
５
時

　
労
務
相
談
　
Ｈ
‐
り
７
‐
・
９
１
一
日

午
前
９
時
～
正
午

｜

　
下
請
斡
旋
相
談
所
　
Ｈ
月
1
2
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
1
1
川
1
8
日
　
ｙ

後
１
時
～
５
時

　
主
催
　
愛
知
県

　
相
談
科
名
　
幣
形
外
科
・
阻
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
１
　
帳
交

付
に
関
す
る
医
学
的
判
定
・
補
装
目
・
ハ

相
談

　
日
時
　
Ｈ
月
2
4
日
肉
　
受
付
＝
午

前
1
0
時
～
1
2
時
　
診
断
１
午
後
１
時

～
３
時
　
納
装
具
相
談
ｐ
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
巾
福
祉
の
忖
身
体
障

害
昔
セ
ン
タ
ー
　
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
市
柵
祉
課

障
害
係
へ
電
話
に
よ
り
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
受
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
１
　
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
、

　
岡
崎
税
務
署
・
名
古
屋
国
税
局
税

務
相
談
室
岡
崎
分
室
・
東
海
税
理
士

会
岡
崎
支
部
は
、
税
を
知
る
週
間
の

行
事
と
し
て
、
無
料
税
務
相
談
所
を

聞
催
し
ま
す
。

　
広
く
一
般
の
か
た
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ

1
０

1
Ｖ　

日
時
　
i
-
Ｈ
月

1
0
時
か
ら

12

日
～
1
5
日

午
前

場
所
　
松
坂
屋
・
レ
オ
３
階

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
暢
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30

日
囲

28

日
巾

27

日
剛

26
日
困

25
1］
俐

24
日

(迦

23
日
凹

21

[."I
剛

20

日
剛

19
日
限

18
日
(瀬

17

日
肉

16
日
㈲

蛮

日

＼K >＼i

西本

≒

バ

　器

　北
　一
　回

　一　尽

墟天

南白
　ゝゝ

上江

和ロ

田｀
団羽

地唄

　北

　新

西上
一和
区田

●¬
二区
区・

　一　一
三区
区｀

　羽
　杖

囃

.ｰ･

雖

几

りll:

一一一一半年

不

一　一
半

ヨ

宍

ｌ

を

醐ｈ
７
悛

叫上
区地

●〃
五区

区・
　一
　一六区
区・

　－
　一　一　区

高
須

高
田

萱
園

水井

仲福

　｀岡
市西
場八　４ｔ
清王

水川

　対
　屋

境中
町島
　｀八

後幡
屋｀敷新

　｀町

高｀
畑本
　町

礁

.ぞ●●｀
11

収

集

町

名

作
品
展
開
催
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
国
際
障
害
者
年
記
念
事
業
と
し
て

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
作
品
展
は
心
身
に
障
害
を
お

持
ち
の
幼
児
か
ら
人
人
ま
で
の
か
た

達
が
、
精
一
杯
努
力
し
て
作
り
あ
げ

た
も
の
で
す
。
大
勢
の
皆
様
に
ご
覧

い
た
だ
き
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
噸
い

し
ま
す
。

　
期
日
　
Ｈ
Ｈ
-
Ｃ
Ｍ
日
困
～
1
7
日
㈹

　
場
所
　
レ
オ
５
階
（
康
生
通
西
）

　
　
　
　
　
　
●
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『広幡公園等の

管理』について

　
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
か
た
か
ら
、

ん
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
公
園
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

愛
護
会
の
か
た
が
た
が
除
草
、

-

-

地
元

清
掃

等
な
さ
っ
て
大
変
感
じ
が
よ
い
が
・
：

こ
れ
に
反
し
、
柿
田
川
堤
の
つ
つ
じ

の
部
分
は
笹
な
ど
が
か
な
り
あ
っ
て

残
念
で
す
ご

　
行
政
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ご
指

摘
の
こ
と
の
な
い
よ
う
対
処
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

こ
と
も
。
す
で
に
市
民
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
Ｃ
Ｇ
Ｃ

協
会
の
よ
う
に
、
皆
様
の
庭
と
同
じ

よ
う
な
気
持
ち
で
、
自
主
的
な
活
動

が
お
願
い
で
き
れ
ば
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。

市民相談゛｀｀曳　^^-生活課市民相談係

　　　　　　　　　●　・　　a23-6492~6494

市民相談係では、つぎのような相談を行っております。お気

軽にご相談ください。
毎日行っている相談

名　　称 内　　　　　　　　容

行政相談 市政に対する苦情・要望・意見・相談・問合せ

生活相談 日常生活から生じるいろいろな困りごとの相談

交通事故相談 交通事故の肝價問題､保険請求手続き､示談の進め方牛の相談

｜商齢者職業相談 55歳以上, 65歳未満のかたの求人・求職の相談と紹介

特別の日に行っている相談ゅf^ 1 S*~4･I*)

名　　　　　　称 相談日 椙　談　ｉ

心配ごと・人権相談
/'ff] 紹

丿人権擁駁貝

困りごと・行政相談 11月2?日 行政相談委貝

　　法　律　相　談

ｉ（醐瓢工作罫）

11月IE日

弁　護　士ｉ

日記
税　金　相　談 lリJ 12 日 税　理　士

住宅金融公庫

融　資　相　談 川端
住宅金融公庫
相　談　貝

登　記　相　談 Ufll2日
司法書士！

土地家屋調査士

建　築　相　談 11月18 日 建　築　上

測量設計相談 11月26日 測　量　士

※相談は、すべて無郵
※市民相頷の場所は丿

・秘密です。
役所正[fti玄関を入って右伺|』です。

▼
県
立
岡
崎
北
鳥
等
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
▼

三
島
小
学
咬
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
近
藤
武
（
鴨

剛
本
町
）
▼
原
田
力
（
伊
汽
町
）
▼

福
岡
学
区
婦
人
会
▼
福
岡
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
▼
福
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
三
菱

岡
崎
会
▼
匿
々
Ｕ
の
か
た
Ｉ
訊
‥

10月ではなく

Ｉ
齢
八

ａ
鰐
こ

　
手
配
犯
人
は

　
　
あ
な
た
の
そ
ば
に
戸
・

　
　
　
　
　
　
岡
崎
警
察
署

Ｏ
手
配
犯
人
の
検
挙
に
ご
協
力
を

　
過
去
に
検
挙
し
た
凶
悪
犯
人
の
中

に
は
、
み
な
さ
ん
の
二
一
‥
が
糸
目
と

ジの「I'l動'l'-文1･1りみど’)''」-.

　タ　　がなな

■ 1　テ多かっ
゛レ　く　って

ｉチビあた　｀
：　ラ　｀　り　犯ま

１シ　ラ　ま　入　っ

　なジすをた
Ｊどオ　リ

・にの　挙所
；ピ放　で在

.｀ン送　　きの

ｌとや　　たわ

・きポ　　事か

、たス、　例ら

り10月15日号15ペー

と
き
、
ま
た
は
、
身
元
を
隠
し
た
り
、

人
目
を
避
け
て
行
勁
し
た
り
、
不
審

な
人
を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
Ｉ

一
〇
番
す
る
か
、
近
く
の
驚
察
署
。

派
出
所
、
駐
在
所
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
警
察
で
は
、
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
人
の
秘
密
は
固
く
守
り
、
決

し
て
ご
迷
惑
は
お
か
け
し
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
Ｔ
一
言
が
明
る
く
唯
み

よ
い
社
会
を
築
き
ま
す
。

･市政だよ※おわび･

11月の日程ですので、訂正しおわひします

ご
寄
附
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
岡
崎
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼

榊
原
は
つ
ゑ
（
福
岡
町
）
▼
輯
教
育

旅
行
補
助
協
会
▼
岡
崎
葵
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
▼
弔
＃
ｈ
‐
明
（
正
･
:
＼
：
町
）

▼
岡
崎
学
区
親
善
ク
ラ
ブ
▼
野
忖
祥

恵
（
美
八
‥
町
）
▼
井
田
保
育
園
け
の

会
▼
欠
作
西
保
育
園
母
の
会
▼
岡
崎

Ｕ
川
金
庫
▼
畔
柳
恒
雄
（
米
河
内
町
）

▼
㈱
中
日
ゴ
ル
フ
ガ
Ｌ
ア
ン
▼
も
鉄

産
業
㈱
▼
日
本
メ
ル
ク
萬
有
㈱
岡
崎

従
窓
Ｕ
会
▼
太
田
栄
（
Ｌ
六
名
町
）

▼
束
レ
㈱
岡
崎
工
場
▼
束
レ
モ
ノ
フ

岡ブレリ　イ
崎▼タンラ
竜小｜　グメ
城嶋中㈱ン
ラ百部▼ト
イ合オ岡㈱
オー１崎▼
ン明卜殖束
ズ大ス産レ

ク寺ポ㈱エラ･本Ｉ▼ン

ブ町ツキジ
▼－クヤニ
坪▼ラブア

　
内
弘
行
（
一
宮
市
）

　
・
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

　
▼
愛
知
県
明
る
い
杜
会
づ
く
り
推
巡

、
協
議
会
岡
崎
地
区
協
議
会
▼
中
部
廿

　
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼
愛
知
教
育

　
大
学
付
属
岡
崎
小
学
咬
６
年
３
組
足

　
立
、
稲
吉
、
奥
村
、
吉
田
、
井
上
、

　
柴
田
．
都
築
、
樋
口
、
水
島
、
鳥
野
、

　
山
崎
▼
山
川
艮
（
鴨
田
町
）
▼
束
レ

　
通
効
会
▼
野
田
景
治
（
明
大
寺
町
）
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眼下には三河湾…　･ ･･
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鍋を囲んでの忘年会はいかがですか
　．φ多恨風呂愈;^　　　　　　　　鍋料理………お１人2,000円から

　ｖ　　　　^
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♂　　　　　　　　　　ｔ．　漸宿泊基本料金一大人1人2.200円(夕食1,100円　朝食600

円)

　　　蚕施設一和べ25、広間６、会議^(3、定員122名

JTず?s!?Sﾖ?^　　　　※10 f. 以上の団体利用の場介は、市内へ送迎します．
　目l,1ざこ:ｓ7irrrl7711til

I士でこでこでこ竺ごごコ二ぎぎごI

入場料

一一般

一

団　体

一一一

※　　Z｣ヽ､/、

大 人

一人

ﾐﾐ¬=゛==‾“ﾐ‾●
６００円

３００円
人　人’500円

-,一一一一一一-ｷｰ‥---･一一･-　・
小　ﾉい250円‘

I'学'|=.以ﾄ･、

f^v,とぷ如r,以I.

　　　・編集と発行
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り木憩・昼食も予約受付します) 048－2855
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皆さんの別荘市営国民宿舎桑

雨でもＯＫ全天候リンク

貸靴料

1 尼　:拓()円

開場期間

11 M ;■!1: -:い回H日

開場時間

ｔ

日

駐車場

岡'I;'r公園り中:Jii;';iiり汗豹:とhり

豊23－ １ ７ ３ ３ ･１場内呼出ｊ

川崎市市長公室秘書課　〒444岡崎市ト王町２丁I i 9番地　豊23－ 603:-i
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